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研究成果の概要（和文）：「南洋」とは、第2次大戦前・戦中の日本で、現在の東南アジアからオセアニア島嶼
部にかけての地域を指して使われた地域名称である。本研究は、次の3点を検討した。１）戦前の日本の地理学
が、現在の東南アジア、台湾を含む「南洋地域」をどのように表象していたか。２）戦後日本の地理学における
当該地域の研究は、１）からどのように連続または断絶したか。３）かつてから日本と関わり合いの深い東南ア
ジア・台湾・オセアニア等を対象とする現代の地域研究は、上記のような日本の伝統、欧米のポストコロニアル
的「熱帯地理学」批判をふまえ、どのように新たな展開をしていけばよいのか。

研究成果の概要（英文）："Nanyo” (South Sea /Nanyang) is the geographical name which was used in and
 before Second World War in Japan, indicating to the region from the present Southeast Asia to the 
Oceania Islands. The study examined the following three points. 1) How did the prewar Japanese 
geography represent Nanyo including present Southeast Asia and Taiwan? 2) How did postwar Japanese 
geographies continue or discontinue from prewar geography? 3) How can we bring fresh vision to 
contemporary regional geographies on ex-Nanyo region based on the genealogy of Japanese geography as
 well as the postcolonial criticism to "tropical geography" in Anglosphere geography?

研究分野： 人文地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
「南洋」とは，第 2 次大戦前・戦中の日本

で，現在の東南アジアからオセアニア島嶼部
にかけての地域を指して使われた地域名称
である．「南洋」の地域概念の普及には，地
理学者が深く関わった．人々に「南洋」とい
う言葉が知れ渡るようになったのは，志賀重
昂の『南洋時事』(1887 年)に負うところが大
きい．それ以後，地理学者は「南洋」に関す
る地誌書を数多く出版してきた．そして，南
進論の台頭以降，「南洋」は大東亜共栄圏の
部分地域として，地政学的研究の重要な対象
地域となった． 
地理学文献目録（人文地理学会編）によれ

ば，1992 年から 2006 年にかけて東アジアと
ともに東南アジアを対象とする文献数は大
きく増加している．日本の地理学は，再び「南
洋」地域への関わりを強めているのである．
こうした中，「南洋地理学」の歴史を回顧し，
そこに内在した問題点を明確にしておくこ
とは，現在および今後の当該地域の研究にと
って重要であると考える． 

 
２．研究の目的 
今後のアジア・オセアニア地域研究をすす

めていくための課題を整理し，問題点を克服
するための新しい方法論を検討する． 
 
３．研究の方法 
 次の 3点の課題を追及する． 
１）「南洋」の地域概念の成立とその変容の
検討． 
２）戦前の日本の地理学が，現在の東南アジ
ア，台湾を含む「南洋地域」をどのように表
象していたか．そして，戦後日本の地理学に
おける当該地域の研究は，そこから，どのよ
うに連続または断絶したか． 
３）東南アジア・台湾・オセアニア等を対象
とする現代の地域研究は，上記のような日本
の伝統，欧米のポストコロニアル的「熱帯地
理学」批判をふまえ，どのように新たな展開
をしていけばよいのか． 
 
４．研究成果 
 研究成果は多岐にわたるので，ここでは上
記の課題１についての成果の一部を掲げる． 
 
＜「南洋」概念の成立とその変容＞ 
志賀重昂は 1886(明治 19)年，海軍の練習

艦「筑波」に便乗する機会を得て，カロリン
諸島，ニューギニア，オーストラリア，ニュ
ージーランド，フィージーやハワイの島々な
どを約 10 か月間で見て回り，その見聞をも
とに翌年『南洋時事』を刊行した． 
『南洋時事』は，「東洋」対「西洋」とい

う当時の日本社会の地域概念に，「南洋」と
いう新たな地域概念を提示した．志賀は，西
洋諸国に侵略・植民地化されつつある太平洋
諸島の様子を示すことによって，日本がその
ような目にあわず独立を確保する方策を考

えるため，一方で近い将来，日本が経済の面
で雄飛すべき地域として「南洋」を提示した
(矢野 1974; 清水 1991)． 
『南洋時事』の刊行以降，「南洋」の語が

流布するようになった．朝日新聞データベー
スによれば，新聞記事の見出しの中に「南洋」
という言葉を含む件数は，1880 年代の 10 件
から 1890 年代には 104 件へと増加した（朝
日新聞東京本社朝刊本紙）．記事には，「南洋
貿易」「南洋の冒険（探検）」「南洋殖民」「南
洋物産」といった言葉が見られた． 
最初は漠然と日本の南方の，太平洋の島々

を含む一帯を指していた「南洋」という地域
概念に変化が生ずるようになったきっかけ
は，第一次世界大戦である．1914 年にヨーロ
ッパで第一次世界大戦が始まると，日本は日
英同盟を理由に参戦し，戦闘行為をほとんど
せずに，当時ドイツ領だった南洋諸島を占領
した．1919 年のパリ講和会議は，敗戦国であ
るドイツの植民地を国際連盟の委任統治領
という名のもとに戦勝国で分割することを
決め，日本政府の強い主張により，南洋諸島
の統治権は日本に与えられた．  
日本政府は 1922 年，南洋諸島を統治する

ための民政機関としてパラオに南洋庁を設
置した．注目すべきはパラオの地理的位置で
ある．パラオは南洋諸島の西端に位置する．
パラオの西には，現在「東南アジア」と呼ば
れている地域が広がる．パラオは，南洋諸島
と東南アジアを合わせた地域のほぼ中央に
位置する．将来的に東南アジアを勢力圏に含
めたいという日本政府の願いが読み取れる． 
この南洋庁の設置は，南洋という地域概念

の空間的拡大をもたらした．それまでの南洋，
すなわち南洋諸島は「内南洋」，東南アジア
はその外側にあるということで「外南洋」と
呼ばれるようになった． 
南洋の地域概念の空間的拡大は，地理学者

にも浸透した．例えば，山崎直方が，日本軍
の南洋諸島占領後に著した『我が南洋』（1916
年）の「南洋」は南洋諸島のことであったが，
雑誌「地理教育」第 4巻(1927 年)に連載され
た記事「南洋における支那人の発展」の「南
洋」は主として東南アジアを指していた． 
時代がくだり太平洋戦争が近づくにつれ，

南洋の地域概念はさらに変質した．1940 年，
近衛文麿内閣が「大東亜共栄圏」構想を掲げ
ると，南洋は大東亜共栄圏を構成する一つの
部分地域として認識され，地域としての一体
性が唱えられるようになった．例えば，1941
年発刊の国松久弥著『新南洋地誌』は，南洋
の統一性を強調して，「今日南洋と言われて
いる地方はアジヤ大陸の東南部の一部とそ
の東南方海上の多数の島々の総称である．一
見その間に統一性はないかの如くであるが，
併し実際はさうではない．」と述べて，その
根拠を三つ挙げた．第一に気候であり，「高
温で，多雨，しかも一年中気温の変化が少な
く，夏季に雨の多いのが南洋に共通な気候上
の特色である」．第二に地帯構造と地形上の



統一性であり，「南洋の地域は大陸部と島嶼
部に分かれてはゐるが，かつてはこの両者は
連続した陸塊をなしてゐた」とした．そして
第三に，住民の民族上の統一性であり，「南
洋の主なる住民はマレー族と印度支那族で
あるが，この両者は体質上も，文化上も割合
に類似している」と述べた． 
さらに，南洋は「日・満・支」すなわち東

アジアとの一体性も強調されるようになっ
た．「日本人の地理的認識における東アジア
の拡張は，同時に，地理的認識からの「南洋」
の欠落を意味する」(Fukushima 1997)．志賀
重昂が唱えた，「東洋」とも「西洋」とも異
なる独自な地域としての「南洋」からの大き
な変質であった． 
 
＜台湾と南洋＞ 
台湾の南進政策における重要性は，地理的

に大東亜共栄圏の中心に位置すること，日本
と南洋との中間地点にあることにある．つま
り台湾は，大東亜共栄圏の「南北交通通信並
びに物資交流の要衝として欠くべからざる
存在」（台湾総督府外事部，1943，p.14）で
あった．また文化的には，「皇国錬成」の結
果として社会的にも「相当程度皇国文化の浸
潤」を達成している台湾は，日本と南方地域
との文化交流の中心としての役割を担った．
さらに南方地域に対する日本語の普及，医療
事業，情報宣伝事業などについても，すでに
経験を有する台湾は，その模範とされ，台湾
に結成された関係諸団体が南方各地に進出
していった． 
 
＜出稼ぎ者たちの南洋＞ 
南洋へのまなざしは地理学者のみが独占

してきたわけではない．南洋を直接経験した
出稼ぎ者ないし移民のまなざしがある．「地
理」の要諦は人間による，生活の再生産のた
めに周辺の自然や人文事象の実用的な空間
的知識を得ることと，そうした多様な事物や
事象を統一的に理解しようとする観念上の
空間認識にある．地理学者は後者の作業をも
っぱら行うのであるが，その素材としてはフ
ィールドワークを通じた前者の情報取集を
前提にしなければならない．こうした在地の
住民の生活感覚への注視は戦後の地理学に
おける重要な動向の一つであるが，明治期以
来の出稼ぎ者による実践的な空間的知識は
そうした意味で最もリアルな日本人による
南洋（観）を示す素材となり，戦前・戦後の
「南洋」の比較検討のための見逃せない側面
ではなかろうか．この小文のタイトルに，複
数の「南洋」を掲げた理由はそこにある． 
戦後における南洋との関わりは，とくに海

洋環境にあって，戦前の出稼ぎ者の有する実
践的な身体化された南洋が大きな意味を持
った．当時の当人たちの残した記録やインタ
ビューによると，確かに「一等国民」・「紀元
二千六百年」などの「皇国観に裏打ちされた
国体思想」とともに，「黒ん坊」，「土人」，「蛮

地」・「蛮人」の表現が見られる．明治期以来
のオピニオンリーダーたちの南洋観は「国体
思想」を基盤とした教育勅語の筆写や宮城遥
拝の教育を通じて，日本の市井の人びとにも
共有されていたといえる．しかし，実践的な
南洋の海の経験（空間的知識）には，「国体
思想」は関与してこない． 
ここではとくに，戦前の南洋における主要

な出稼ぎ漁業であったオーストラリア北部
海域や外南洋，アラフラ海での真珠貝採取漁
業，時期的に同時並行した蘭領東インドネシ
アでの南洋真珠養殖，ボルネオ北東部をはじ
め蘭印や内南洋でのカツオ・マグロ漁を取り
上げよう． 
まず，明治期以来のオーストラリア北部お

よび蘭印への出稼ぎあるいは戦前のパラオ
を基地としたアラフラ海での真珠貝採取漁
業は，戦後のマッカサーラインの完全撤廃後，
いち早く再開された．戦前の旧南洋興開発水
産部門（1939 年南洋拓殖に吸収）の日本真珠
株式会社をはじめ関連会社や政府関係者の
主だった者たちが当該政府との交渉を進め，
1953 年から日本本土の和歌山県串本を基地
としてアラフラ海へ出漁したのである．真珠
貝船 25 隻による母船式の操業であったが，
その従事者の過半は和歌山県南部の既経験
者であった．そこでは，戦前の内南洋パラオ
を基地としたアラフラ海出漁の実績だけで
なく，明治以来オーストラリア北部海域への
真珠貝採取漁業出稼ぎ者の8割が和歌山県南
部出身者であり，しかもその操業には海面下
15～30 メートル，ときにはそれ以上の水深に
およぶ潜水，海底地質（砂質・岩礁・サンゴ
礁），藻場に左右されるシロチョウガイの生
息地の識別，潜水病の回避（操業水深に応じ
た潜水病対策のため浮上速度や中間水深で
の浮上休止，あるいは潜水夫個人の潜水病に
対する体質への配慮など），船上テンダーと
潜水夫との意思の疎通，さらには海上・海中
における潮流や風向に対応した船体や帆の
操船技術など，漁業のなかでも身体化された
特異な南洋の海洋環境に関する空間的知識
と身体運動が要求されたからである（松本 
2016）． 

図 戦前の日本人出稼ぎ者による南洋での
真珠貝採取漁業の展開 
 



真珠貝採取漁業はプラスチックボタンの
開発にともなって 1960 年代半ばに衰退する
が，真珠貝採取漁業と並行して，1953 年のビ
ルマ（ミャンマー）・メルギィ諸島，オース
トラリア北部熱帯海域である西オーストラ
リア・クリベイ（1956 年），クインズランド
州・金曜島（1960 年），オーストラリア北部
準州・ポートエシントン，それにインドネシ
アおよびフィリピンの海域（1963 年）で展開
された南洋真珠養殖にしても，二国間交渉や
資本提携では，政府や企業家たちが推し進め
たが，その現場での技術者としては，戦前の
外南洋セレベス（スラウェシ）・ブトン諸島
と内南洋パラオ諸島での南洋養殖経験者た
ちが不可欠の存在であった． 
真珠養殖は養殖筏の設置場所ごとに異な

る海域の環境条件や水温・塩分濃度の超微細
な変化，漁場に対応した貝抑制および養殖水
深の調整期間など海洋環境の見極めを持た
なければならないし，また貝の外套膜を使う
ピース貝の選択や核入れ技術の巧稚が貝の
斃死や真珠の最終的な出来栄えを左右する．
さらにその技術は「教えられるよりも，盗め」
といった徒弟制的なあり方を示しており，手
作業の「職人技」が要求される．それゆえ，
戦後の南洋真珠技術者や養殖海洋環境の予
備調査の第一世代には，シロチョウガイの海
洋環境への敏感な反応ゆえに，機械化・マニ
ュアル化・標準化されることのない，戦前の
ブトンならびにパラオといった南洋での身
体化された生態的知識と海洋経験が必須で
あった．それと並んで，南洋真珠養殖には当
時母貝採取が不可欠であり，それにはこれま
た戦前の木曜島やブルーム，あるいは蘭印ア
ルー諸島を基地とした主に和歌山県南部の
真珠貝採取漁業の潜水夫たち（出稼ぎ者）が
従事した．母貝採取の操業は真珠貝採取漁業
で述べたように大いに環境依存的であり，そ
れへの適応はそれこそ身体知として組み込
まれていなければならない．それゆえ，真珠
養殖の漁場環境の理解や核入れにしても真
珠貝採取の潜水夫にしても３年以上の訓練
が必要であり，南洋の実践的な海洋空間に関
する知識はほとんど記録に残されることも
なく，実践的な経験知として継承されたので
ある． 
さらにまた，カツオ漁にしても，1960 年ボ

ルネオ北東部のシアミル島（日本企業），1970
年代に入るとアメリカの信託統治領となっ
た旧内南洋ではアメリカ資本によるパラ
オ・トラック・ポナペと並び，日本とアメリ
カの資本の下でパプア・ニューギニア本土や
ニューアイルランド島およびソロモン諸島
で開始されるが，これらの漁場での従事者は
いずれも，戦前のボルネオのシアミル島はじ
め蘭印の外南洋の海域や内南洋のコロール
（マラカル島）やトラック諸島を中心とした
カツオ漁経験者であった．その従事者たちの
多くは沖縄県宮古諸島の伊良部島佐良浜や
池間島の漁師たちである（若林 2000 ；宮内 

2004；仲間 2012）．海上での鳥やクジラ，流
木などの漂流物に付く「ナムラないしナブラ
（カツオ・マグロの群れ）」の発見，回遊路
の熟知，ナブラへの接近，活餌撒布の方向や
タイミングなどの一本釣り技術もさること
ながら，何よりも出漁に適したタイミングで
の活餌の捕獲がカツオ漁の成否を決める生
命線である．追込み網を利用する技術は戦前
から沖縄の海で培われ，戦前の南洋における
カツオ漁の従事者は沖縄出身者が9割を占め
た．そもそも，外南洋は言うに及ばず内南洋
におけるカツオ漁も，当初南洋興発が焼津の
出漁者とともに開始したが，活餌確保に苦慮
し，元々サンゴ礁地形での漁場環境の類似性
ゆえに活餌採捕の技術に長けた沖縄からの
カツオ漁従事者とカツオ節製造女工を導入
することにより，軍の需要と並んで「南洋節」
と呼ばれる興隆をみたのであった．戦後の真
珠貝採取漁業や南洋真珠養殖用の母貝採取
と同様に，カツオ漁にあっては，地元の組合
が日本やアメリカの企業と契約し，沖縄から
戦後の南洋の各地に船と乗組員を載せて出
漁したのであった．このように，戦前の南洋
で築かれた出稼ぎ者たちの海洋環境の実践
的な身体化された空間的知識と経験は戦後
に引き継がれ，今日に至るまで多くの技術改
良を加えながら，インドネシアにおける南洋
真珠養殖やソロモン諸島におけるカツオ漁
のように，その後継者たちや現地企業の従事
者たちへと継承されているのである． 
こうしたミクロな実践的経験に根ざした

南洋は限られた側面であり，一般性を持つも
のではないかもしれないが，在地のリアルな
地理的知識の一端を示すものであり，南洋の
特性を描く上で，彼らの身体性をともなった
在地での実践的な空間認識とその技能はも
っとも場所の実質性をもった「南洋」を捉え
る素材であり，考察すべき対象ではなかろう
か． 
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